
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＲ５５年年度度 ＲＲ６６年年度度 前前年年度度比比較較

当当初初予予算算額額 当当初初予予算算額額 増増減減額額

112200億億22000000 111166億億44550000 ▲▲33億億77550000

99億億33885500 1111億億66880000 22億億22995500

33億億88779900 44億億00008800 11,,229900

1188億億66779900 1188億億22110000 ▲▲44669900

保保 険険 事事 業業 勘勘 定定 1188億億55110000 1188億億00220000 ▲▲44990000

介介護護ｻｻｰーﾋﾋﾞ゙ｽｽ事事業業勘勘定定 11669900 11990000 221100

44117700 33338800 ▲▲  779900

22億億11778800 ▲▲22億億11778800

1100 1100

11332200 ▲▲11332200

3344億億66770000 3344億億22337700 ▲▲44333300

44億億99337799 55億億33221133 33億億883344

資資本本的的支支出出 33113388 77112255 33998877

収収益益的的支支出出 44億億66224411 44億億66008888 ▲▲115533

33億億00559911 33億億00559911

資資本本的的支支出出 11億億00114499 11億億00114499

収収益益的的支支出出 22億億00444422 22億億00444422

115599億億88007799 115599億億00667744 ▲▲77440055

病病  院院  事事  業業  会会  計計

集集落落排排水水事事業業会会計計

内内
訳訳

内内
訳訳

一一　　　　般般　　　　会会　　　　計計

特特
　　
別別
　　
会会
　　
計計

国国 民民 健健 康康 保保 険険

後後 期期 高高 齢齢 者者 医医 療療

介介 護護 保保 険険

内内
訳訳

飲飲 料料 水水 供供 設設 事事 業業

農農 業業 集集 落落 排排 水水 事事 業業

分分 収収 育育 林林 事事 業業

総総 合合 開開 発発 事事

合合　　　　　　計計

特特別別会会計計計計

会会　　計計　　名名

令令
和和
６６
年年
度度
当当
初初
予予
算算
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事

業
会
計
の
合合
計計
額額
は
１
５
９

億
６
７
４
万
円
で
前
年
度
対

比
７
４
０
５
万
円
の
減
額
予

算
（
▲
０
．
５
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
内
訳
は
表
の
と
お
り

で
す
。 

一一
般般
会会
計計
は
１
１
６
億
４

５
０
０
万
円
で
前
年
度
比
３

億
７
５
０
０
万
円
減
（
▲
３
．

１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

自自
主主
財財
源源
は

３５
億
５
８
５

２
万
円
、
収
入
総
額
の

３０
．

６
％
で
前
年
度
よ
り
１
．
５
％

増
と
な
り
ま
し
た
。 

町
税
や
国
県
支
出
金
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
基
金
か
ら

の
繰
入
金
額
が
増
加
し
た
こ

と
が
要
因
で
す
。 

依依
存存
財財
源源  

地
方
交
付
税

と
い
う
国
か
ら
頂
く
お
金
は
、

５０
億
円
（
総
額
の

４２
．
９
％
）

で
昨
年
実
績
を
踏
ま
え
特
例

交
付
金
な
ど
２
８
６
８
万
円

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
費
の
減

や
災
害
復
旧
完
了
な
ど
で

国
・
県
支
出
金
も
か
な
り
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
借借
入入
予予
定定
額額

も

１０
億
６
５
９
０
万
円
と
３

億
９
１
３
０
万
減
額
（
▲

２６
．

９
％
）
し
、
依
存
財
源
は

８０
億

８
６
４
８
万
円
（
▲
５
．
０
％
）

と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
度
の
借借
金金
のの
返返
済済
額額

（
公
債
費
）
は
、
災
害
普
及
事

業
債
や
過
疎
債
の
償
還
で
１

３
８
２
万
円
減
の
１
２
億
７

０
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 令

和
６
年
度
当
初
の
基基
金金

（（
積積
立立
金金
））
総総
残残
高高
はは
１
０
２

億
１
０
３
０
５
万
円
で
前
年

度
よ
り
約

１１
億
円
減
を
と
な

る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
令
和
６
年
度
末
の
地地

方方
債債
（（
借借
金金
））
残残
高高
のの
総総
額額
はは

１
３
８
億
９
８
０
０
万
円
と

な
り
前
年
度
よ
り
１
億
５
千

万
円
程
度
の
減
と
な
る
予
定

で
す
。 

な
お
、
令
和
４
年
度
末
の
町

民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残
高

は
１
４
７
万
円
と
な
り
ま
す
。 

人
口
減
が
残
高
の
多
い
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

発行 神石高原町議会議員 

木野山孝志 後援会 
令和６年４月１８日 ＮＯ７０ 

発行責任者：橋迫芳隆 
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令令和和６６年年度度  

当当初初予予算算  

 

 
 

Ｒ５年度 Ｒ６年度 前年度比較
当初予算額 当初予算額 増減額

120億2000 116億4500 ▲3億7500

9億3850 11億6800 2億2950

3億8790 4億0080 1,290

18億6790 18億2100 ▲4690

保 険 事 業 勘 定 18億5100 18億0200 ▲4900

介護ｻ ｰﾋ ｽ゙ 事業勘定 1690 1900 210

4170 3380 ▲ 790

2億1780 ▲2億1780

10 10

1320 ▲1320

34億6700 34億2370 ▲4330

4億9379 5億3213 3億834

資本的支出 3138 7125 3987

収益的支出 4億6241 4億6088 ▲153

3億0591 3億0591

資本的支出 1億0149 1億0149

収益的支出 2億0442 2億0442

159億8079 159億0674 ▲7405

病 院 事 業 会 計

集落排水事業会計

内
訳

内
訳

一　　般　　会　　計

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

合　　　計

特別会計計

会　計　名

　

発行 神石高原町議会議員 

令和６年４月１８日 ＮＯ.７０ 

発行責任者：橋迫芳隆
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単位：万円（四捨五入）



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和5年度予算会計別総括表
単位：万円（四捨五入）

Ｒ5年度

当初予算額 R5年度3月補正 R5年3月補正後予算

120億2000 ▲4億2820 127億4775

9億3850 6619 10億6829 医療給付▲607、交付金2600

3億8790 ▲4157 3億4950 広域負担金▲4157

18億6790 ▲5771 18億6381

保 険 事 業 勘 定 18億5100 ▲5821 18億4,715 各交付金▲5402

介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定 1690 50 億1,666 業務委託料　50

4170 4858

2億1780 68 2億3427 加入金10、消費税還付64

1320 ▲804 516 各委託料（設計など）▲804

34億6700 ▲4045 35億5766

4億9379 ▲750 5億0373

資本的支出 3138 固定資産購入▲300

収益的支出 4億6241 修繕費▲300、負担金▲150

159億8079 ▲4億7615 168億0914

39億6079 ▲4795 40億5589

合　　　計

特別会計計

会　計　名

内
訳

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 ▲ 99 8092 職員人件費

総務費 ▲ 1億1954 26億5679
生活交通確保268、かがやきネット320、庁舎管理▲240、定住促進▲502、企業誘致促
進▲5091、源流の里▲440、総合開発特別会計操出▲804、知産地防推進▲3522

民生費 ▲ 1億0879 27億6157
高齢者福祉管理（メルシさんわ）▲213、デジタル事業成果（食育アプリ）▲581、介護保
険特別会計▲1124、後期高齢者特別会計▲3295、児童手当給付▲382、
児童扶養手当給付▲317、こばたけ保育所施設整備▲4171

衛生費 ▲ 4381 17億6788
医療従事者奨学金貸付▲240、予防接種▲1197、病院事業会計▲600、へき地診療所
経費▲400、水道広域連合企業団納付経費▲1075

農林水産費 ▲ 4523 9億9336

農業委員会▲464、農村地域総合推進▲350、有害鳥獣（報償費）250、園芸施設整備補
助交付▲1380、多面的機能支払▲528、道の駅中断広場▲1663、農業振興（新規就農）
▲1200、ひろしま農業創生▲250、農地利用促進化（トマト）▲1000、
畜産振興施設整備▲488、ため池整備220、農山地域整備▲315、地籍調査3632、
単独県費林道整備▲270

商工費 53 2億4210

土木費 ▲ 963 8億0736
住宅・建築物安全ストック形成▲756、長寿命化▲505、社会資本総合整備▲2594、単
独町費町道整備（上組城江繰越）2310、公営住宅管理700

消防費 ▲ 534 4億3650 非常備消防▲150、消防設備整備▲355

教育費 ▲ 2280 10億3533 児童生徒送迎対策▲232、小学校体育館▲448、共同調理場▲1219

災害復旧費 ▲ 1億7239 1億5312 現年農地施設復旧▲2710、現年発生道路橋梁▲1億4529

公債費 ▲ 652 12億7820 長期債元金償還▲237、同利子償還415

諸支出金 1億0632 4億9461 減債基金積立2606、かがやきネット管理基金積立5005、企業立地基金積立3090

予備費 4000

合　計 ▲ 4億2819 127億4774

（主な歳入）町税▲8045、普通交付税6574、国庫支出金▲1億8018、県支出金▲3465、
寄付金（ふるさと納税など）403、基金繰り入れ3257、繰越金1356諸収入（チャレンジ基金
貸付元利収入）3000、町債（過疎債、辺地債、合併特例債、災害復旧債、臨時対策債）
▲2億70

　　　　令和５年度３月（令和６年３月）一般会計補正予算

〇
生
活
公
共
交
通
確
保

２
６
８
万
円

〇
町
道
上
組
城
江
線
整
備

２
８
１
０
万
円

〇
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
管
理
基
金

５
０
０
５
万
円

○
企
業
立
地
基
金
積
立

３
０
９
０
万
円

条例制定・改正の主なもの 

〇介護保険・国民健康保険⇒・保険料税額の見直し（若干の値上げ） 

〇保育所・幼稚園/保育料・利用負担額⇒無料化 

〇乳幼児・子供・ひとり親家庭の医療費⇒無料化 

〇特定非営利活動法人（収益事業を行わない）⇒町民税の減免 

〇かがやきネット加入負担金⇒一部無料化 

〇新工場の設置⇒投下資本が規定額以上の場合支援金の交付 

〇おいでんしゃあ油木百彩館廃止⇒「名称」神石高原町油木地域交流拠点施設 

〇豊松学校給食調理場と三和給食共同調理場の統合⇒「名称」町学校給食センタ 

〇新こばたけ保育所において０歳児保育を実施⇒「託児所たんぽぽ」の廃止 

〇クリーンセンター神石＝（「ごみ固形燃料化」⇒「一般廃棄物の積み替え」 

教育委員会教育長の任命同意 

氏名 政宗賢治氏 
住所 阿下１１７０番地 
任期 令和６年４月１日 

～令和９年３月３１日 

令
和
６
年
度
主
な
新
規
・
拡
充
事
業

○
地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ

１
４
８
２
万
円

○
テ
ィ
ア
ガ
ル
デ
ン
遊
具
設
置

６
２
３
４
万
円

○
有
害
鳥
獣

○
油
木
拠
点
施
設
備

７
０
４
４
万
円

○○
保
育
所
（
本
物
体
験
）

１
８
０
万
円

主
な
繰
り
越
し
事
業

◇
電
気
ガ
ス
食
料
品
高
騰
支
援

１
億
３
５
８
２

◇
次
期
ご
み
処
理
対
策

◇
地
籍
調
査

◇
小
規
模
崩
壊
地
復
旧

◇
町
道
上
組
城
江
線
改
修

◇
消
防
自
動
車

◇
共
同
調
理
場
配
送
車

（
単
位
万
円
）

（
三
和
）

産
業
振
興
基
金
積
立
な
ど
追
加
補
正

　
令
和
５
年
度
補
正
予
算
（
Ｒ
６
年
３
月
）
は
、
表
の

と
お
り
で
、
事
業
費
の
確
定
、
精
算
見
込
に
よ
る
減
額

補
正
が
主
な
も
の
で
す
。

《
主
な
増
額
補
正
》

２
８
６
1

2
6
2
7

2
7
2
6

2
2
7
2

２
1
4
5

3
6
3
2

６
３
０
９
万
円

２
２
５
６
万
円

油
木
・
三
和
小
修
設
計



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

奨奨
学学
金金
のの
返返
還還

木木
野野
山山

定
住
が
条
件
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

後後
藤藤
政政
策策
企企
画画
課課
長長

制
度
の
対
象
者
は
町
内
出
身
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
町

内
出
身
者
で
な
く
て
も
Ｉ
タ
ー
ン

Ｕ
タ
ー
ン
で
本
町
に
定
住
す
る
も

の
も
含
む
。

木木
野野
山山

町
外
の
方
も
定
住
さ
れ

た
ら
良
い
。
了
解
で
す
。
年
齢
制

限
は
有
る
の
か
。
何
年
か
た
っ
て

帰
る
場
合
は
。
そ
の
他
条
件
を
。

後後
藤藤
政政
策策
企企
画画
課課
長長

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
年
度
に
償
還
し
た
証
明
を
添

付
し
返
済
を
確
認
し
た
う
え
で
返

済
額
の
２
／
３
、
上
限

１５
万
円
で

補
助
金
を
支
払
う
。
家
業
を
継
ぐ

た
め
の
Ｕ
タ
ー
ン
は
対
象
と
な

る
。
た
ま
た
ま
今
無
職
だ
が
就
労

意
欲
の
あ
る
方
も
対
象
と
な
る
。

働
く
意
欲
が
あ
る
か
意
思
確
認
の

上
対
象
と
し
て
い
る
。

大大
阪阪
万万
博博
へへ
のの
参参
加加

木木
野野
山山

広
島
県
で
は
本
町
と
安

芸
高
田
市
、
全
国
で
は

５２
市
町
し

か
参
加
が
無
い
。

世
界
か
ら
の
参
加
も
少
な
く
、
建

設
も
遅
れ
て
い
る
、
能
登
半
島
の
災

害
復
旧
が
先
と
の
意
見
も
あ
り
、
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

負
担
金
は
１
０
０
万
円
ほ
ど
だ

と
言
わ
れ
る
が
町
予
算
で
は
僅
か

だ
が
普
通
は
大
き
な
金
額
だ
。

そ
う
い
っ
た
中
で
参
加
す
る
の

は
ど
う
か
。
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

後後
藤藤
政政
策策
企企
画画
課課
長長

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
万
博
工
事

の
遅
れ
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
は
コ
ロ
ナ
が
明
け
海
外

か
ら
の
渡
航
者
が
日
々
伸
び
て
き

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
各
自
治
体
が

工
夫
を
凝
ら
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、

訪
日
客
の
獲
得
を
目
指
し
て
、
観
光

地
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
特
別
の
場

所
だ
と
い
う
よ
う
な
掘
り
起
こ
し

に
頑
張
っ
て
い
る
処
で
す
。
観
光
協

会
と
の
協
議
の
中
で
、
本
町
で
は
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
や
レ
ジ
ャ
ー
様
々

な
農
作
物
な
ど
の
収
穫
体
験
や
本

町
の
健
康
長
寿
以
外
の
持
ち
味
と

し
て
の
ツ
ア
ー
の
醸
成
が
出
来
る

の
で
は
な
い
か
、
最
終
的
に
本
町
の

観
光
人
口
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
行
く
か
で
す
。

木木
野野
山山

観
光
人
口
の
増
加
目
的

な
ら
ば
、
別
に
健
康
ゾ
ー
ン
で
な

く
て
も
よ
い
。
他
に
も
本
町
の
全

国
に
特
色
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

検
討
さ
れ
た
い
。
１
０
０
万
円

出
す
の
だ
っ
た
ら
出
展
ゾ
ー
ン
も

考
え
て
戴
き
た
い
。

本本
物物
体体
験験
事事
業業

木木
野野
山山

各
保
育
所
、
ど
ん
ぐ
り

幼
稚
園
に
３
０
万
円
の
予
算
が
つ

い
て
い
る
。

何
を
さ
れ
る
の
か
。
今
の
構
想

を
伺
う
。
そ
れ
以
外
に
拡
げ
る
方

策
は
な
い
か
。

豊豊
田田
子子
育育
てて
応応
援援
課課
長長

通
常
保
育
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
楽
し
い
体
験
を
特
別
な
体
験

を
さ
せ
る
た
め
に
新
規
事
業
と
し

て
実
施
計
画
し
ま
し
た
。
内
容
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
に
て
練
っ
て
頂
き
具
体
的
な

内
容
を
考
え
て
頂
く
。
担
当
課
と

し
て
は
本
物
体
験
と
は
、
五
感
を

使
っ
た
、
見
て
聞
い
て
触
っ
て
嗅

い
で
味
わ
う
よ
う
な
体
験
、
ま
た

子
供
た
ち
が
関
心
を
示
し
わ
く
わ

く
す
る
様
な
体
験
と
な
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

子
供
た
ち
に
対
す
る
ネ
ラ
イ
、
何
を

期
待
す
る
の
か
。
実
施
効
果
も
考
え

て
頂
く
。
一
年
間
の
結
果
で
事
業
内

容
を
次
年
度
ど
う
す
る
か
考
え
る
。

木木
野野
山山

こ
の
発
想
は
良
い
事
だ

と
評
価
す
る
。
全
国
的
に
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
処
は
少

な
い
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育

所
、
幼
稚
園
と
も
に
自
由
に
企
画
取

り
組
め
る
。
単
な
る
体
験
と
い
う
も

の
で
な
く
保
育
所
の
所
長
さ
ん
保

護
者
の
方
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て

子
供
た
ち
の
成
長
を
願
い
子
供
た

ち
が
楽
し
い
環
境
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
面
白
い
。

こ
う
い
っ
た
事
を
通
じ
て
、
子
育

て
が
楽
し
い
、
も
う
一
人
子
供
を
産

ん
で
み
た
い
と
保
護
者
の
方
が
思

わ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
が
各

保
育
所
、
幼
稚
園
の
工
夫
挑
戦
に
よ

っ
て
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
期
待

し
ま
す
。

黒黒
いい
雨雨
のの
ＰＰ
ＲＲ
予予
算算

木木
野野
山山

ど
う
い
っ
た
形
で
発
信

さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

高高
橋橋
産産
業業
課課
長長

志
麻
利
の
館
長
さ
ん
に
黒
い
雨
に

つ
い
て
語
っ
て
頂
い
て
い
る
。

語
り
を
し
っ
か
り
と
映
像
で
残
す
た

め
の
基
礎
と
な
る
映
像
を
撮
っ
て
い

く
。

木木
野野
山山

こ
れ
こ
そ
本
町
の
特
色
で

あ
る
、
本
町
に
し
か
な
い
部
分
だ
。

こ
れ
を
全
国
的
に
発
信
す
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
事
だ
。
資
料
と
し
て
残

す
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
他
の
事

業
と
コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
、
何
処
か
に

発
表
す
る
場
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
な
い
が
、
本
町

へ
人
を
呼
び
込
む
、
全
国
に
は
関
心

の
あ
る
方
が
多
い
。
や
り
が
い
の
あ

る
事
業
だ
。
今
の
施
設
は
民
家
で
せ

っ
か
く
の
黒
い
雨
の
資
料
も
陳
列
す

る
場
所
も
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て

や
映
像
を
映
す
な
ど
出
来
ま
せ
ん
。

今
の
場
所
は
町
有
地
で
し
っ
か
り
と

土
地
も
あ
る
の
で
考
え
て
頂
き
も
う

一
つ
前
に
進
め
ば
良
い
と
思
い
ま
す

が
如
何
か
。

入入
江江
町町
長長

こ
の
志
麻
利
は
黒
い
雨
の
舞
台
と

な
っ
て
お
り
、
特
徴
あ
る
資
源
で
あ

り
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い
き
た

い
。



 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
原
通
貨
支
給
と
現
金
支
給 

 
 

  

QQ  

町町
民民
のの
安安
心心
とと
安安
全全
をを
いい
かか
にに

担担
保保
すす
るる
かか
。。  

有
効
な
最
善
策
を
伺
う
。 

ＡＡ  

町町
長長  

計計
画画
期期
間間
がが
本本
年年
度度
でで

満満
了了
すす
るる
国国
土土
強強
靭靭
化化
地地
域域
計計
画画

をを
実実
行行
性性
のの
ああ
るる
もも
のの
にに
すす
るる
。。
行行

政政
、、
地地
域域
、、
自自
主主
防防
災災
組組
織織
、、
ＮＮ
ＰＰ

ＯＯ
、、
民民
間間
企企
業業
のの
連連
携携
をを
図図
りり
防防
災災

力力
をを
強強
化化
すす
るる
。。  

  

Q  

自
然
災
害
以
外
に
お
い
て
環

境
面
と
個
人
情
報
保
護
は
。
ま
た
地

域
連
携
の
形
は
。 

ＡＡ  

町町
長長  

環環
境境
面面
でで
はは
住住
民民
とと
のの
情情

報報
共共
有有
をを
基基
にに
しし
っっ
かか
りり
取取
りり
組組

むむ
。。
個個
人人
情情
報報
面面
でで
はは
ＤＤ
ＸＸ
をを
含含
めめ

莫莫
大大
なな
デデ
ーー
タタ
はは
法法
律律
上上
守守
らら
れれ
てて

いい
るる
のの
でで
そそ
れれ
にに
沿沿
っっ
てて
進進
めめ
たた
いい
。。  

  

ＡＡ  

総総
務務
課課
長長  

本本
年年
度度
はは
町町
もも
しし
っっ

かか
りり
関関
与与
しし
防防
災災
にに
努努
めめ
たた
いい
。。  

    

QQ 

人
口
減
少
対
策
は
待
っ
た
な

し
だ
。
掲
げ
ら
れ
た
六
つ
の
対
策
の

中
か
ら
、
以
下
伺
う
。 

①
「
本
町
な
ら
で
は
の
教
育
」 

特
色
あ
る
英
語
教
育
と
は
。 

ＡＡ  
町町
長長  

外外
部部
人人
材材
のの
活活
用用
がが
特特

色色
のの
一一
つつ
だだ
。。
三三
名名
のの
ＡＡ
ＬＬ
ＴＴ
をを
配配
置置

しし
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
能能
力力
のの
素素
地地

をを
養養
いい
技技
能能
のの
定定
着着
をを
目目
指指
しし
てて
いい

るる
。。
海海
外外
交交
流流
・・
体体
験験
事事
業業
、、
イイ
ンン
ググ

リリ
ッッ
シシ
ュュ
デデ
イイ
キキ
ャャ
ンン
ププ
事事
業業
はは
他他
自自

治治
体体
にに
はは
なな
いい
取取
りり
組組
みみ
だだ
。。  

  

QQ 

日
本
の
英
語
力
が
弱
い
原
因

の
一
つ
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
何

処
へ
行
っ
て
も
通
用
す
る
標
準
的
英

語
を
学
ば
せ
る
べ
き
だ
。
我
が
町
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
上
手
に
活
用
で
き
て
い
る

の
か
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
能
力
も
問
わ
れ
る
。 

採
用
基
準
は
。 

ＡＡ  

教教
育育
課課
長長  

異異
文文
化化
社社
会会
をを
理理

解解
しし
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
世世
界界
にに
たた
くく
まま
しし

くく
生生
きき
てて
いい
くく
力力
をを
持持
っっ
たた
子子
供供
たた

ちち
をを
育育
てて
るる
ここ
とと
がが
教教
育育
目目
標標
でで
ああ

りり
、、
そそ
れれ
にに
沿沿
っっ
たた
採採
用用
基基
準準
でで
採採
用用

しし
てて
いい
るる
。。
ごご
指指
摘摘
のの
部部
分分
はは
今今
後後
考考

ええ
なな
がが
らら
対対
応応
しし
たた
いい
。。  

      

QQ  

「「
持持
続続
可可
能能
なな
農農
林林
業業
」」  

㋑
ト
マ
ト
研
修
生
の
募
集
再
開
は
。 

㋺
子
育
て
支
援
策
に
お
い
て
町
内
商

工
業
者
支
援
策
で
あ
る
地
域
通
貨

券
発
行
を
な
ぜ
現
金
支
給
と
し
た
の

か
。 

㋩
灯
油
購
入
支
援
の
た
め
地
域
通
貨

券
を
発
行
し
・
・
と
あ
る
が
対
象
は
灯

油
の
み
な
の
か
。
枠
を
広
げ
る
べ
き
で

は
。 

ＡＡ  

町町
長長  
㋑㋑
まま
るる
豊豊
トト
ママ
トト
生生
産産
出出

荷荷
組組
合合
やや
県県
、、
福福
山山
市市
農農
協協
とと
協協
議議

しし
再再
開開
にに
向向
けけ
取取
りり
組組
むむ
。。  

㋺㋺
対対
象象
者者
かか
らら
もも
商商
工工
業業
者者
かか
らら
もも

現現
金金
化化
をを
望望
むむ
声声
がが
多多
くく
寄寄
せせ
らら
れれ

決決
定定
しし
たた
。。  

㋩㋩
皆皆
様様
にに
良良
くく
行行
きき
渡渡
るる
よよ
うう
にに
まま

たた
物物
価価
のの
高高
騰騰
かか
らら
対対
象象
はは
灯灯
油油
のの

みみ
とと
しし
たた
。。  

町
民
の
安
心
と
安
全 

  

QQ 

ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
は
出
来
な

い
の
か
。  

ＡＡ  

産産
業業
課課
長長  

まま
るる
豊豊
トト
ママ
トト
はは
水水

耕耕
栽栽
培培
をを
しし
てて
いい
なな
いい
。。
必必
要要
なな
らら
ばば

県県
のの
指指
導導
のの
下下
にに
検検
討討
しし
てて
まま
いい
りり

たた
いい
。。  

 

QQ 

高
原
通
貨
を
発
行
す
る
と
い

う
事
は
、
町
内
で
し
か
買
い
物
が
で

き
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
規
制
緩

和
の
中
で
同
じ
土
俵
で
相
撲
を
取
れ

ば
田
舎
の
零
細
商
店
は
大
規
模
店

舗
に
勝
て
な
い
。
買
い
物
難
民
の
発

生
す
る
ゆ
え
ん
だ
。
公
の
支
援
が
必

要
だ
。
こ
れ
は
単
な
る
経
済
対
策
だ

け
で
な
く
本
町
の
子
育
て
支
援
対
策

の
特
色
に
も
繋
が
る
。 

ＡＡ  

町町
長長  

経経
済済
支支
援援
はは
そそ
のの
目目
的的
にに

よよ
っっ
てて
決決
定定
しし
てて
いい
るる
。。
今今
回回
はは
そそ
のの

考考
ええ
のの
下下
でで
のの
対対
策策
でで
すす
。。  

  

QQ 

「「
医医
療療
福福
祉祉
子子
育育
てて
しし
やや
すす
ささ

のの
充充
実実
」」  

  

井
関
地
区
第
２
定
住
団
地
の
将

来
像
は
。 

ＡＡ  

町町
長長  

本本
町町
でで
暮暮
らら
すす
子子
育育
てて

世世
代代
、、
子子
育育
てて
をを
本本
町町
でで
しし
たた
いい
ⅠⅠ

タタ
ーー
ンン
家家
族族
をを
対対
象象
とと
しし
たた
３３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
程程
度度
のの
戸戸
建建
てて「「
賃賃
借借
住住
宅宅
」」
、、
本本

町町
のの
若若
いい
世世
代代
やや
町町
外外
かか
らら
のの
ＵＵ
ＩＩ

タタ
ーー
ンン
希希
望望
のの「「
単単
身身
住住
宅宅
」」
をを
整整
備備

すす
るる
計計
画画
だだ
。。
本本
年年
度度
造造
成成
設設
計計
をを

行行
いい
、、
複複
数数
年年
にに
分分
けけ
段段
階階
的的
にに
整整

備備
しし
たた
いい
。。
詳詳
細細
なな
建建
築築
仕仕
様様
等等
はは

今今
後後
決決
めめ
るる
。。 

本
町
な
ら
で
は
の
教
育 

井
関
第
２
定
住
団
地
の
将
来
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